
浅野：浅野でございます。 

2025年 3月期の決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。また、オンライン

でご参加いただいている皆様にも御礼申し上げます。 

それでは、早速ですけれども、説明に入りたいと思います。 

 

まず、エグゼクティブサマリーです。5ページへお進みください。 

2024年度の売上は対前年比 110.2%の 5,086.4億円、営業利益は海外事業会社であるシスメックスパ

ルテックののれんの減損 31.7億円があったものの、対前年比 111.7%の 875.8億円、当期利益は対前

年比 108.1%の 536.6億円で、大幅増収増益、売上高・営業利益・当期利益ともに過去最高を達成す

るとともに、売上高 5,000億円を突破いたしました。減損を除くと、営業利益は 908億円で、公表値

を超えておりました。 

2025年度は、米国の相互関税や円高など不透明な要素もありますが、ビジネスは好調に推移しており

まして、それらの要素を勘案した上でも増収増益を計画しております。 



 
 

 

6ページへお進みください。 

サステナビリティ経営という観点からは、弊社は「Dow Jones Sustainability World Index」の構成

銘柄に 9年連続で選定されるとともに、ヘルスケア機器業界において最高位を獲得いたしました。 

ガバナンス面では、このたび新たに女性の社外取締役をお迎えする予定であるとともに、役員に対し、

業績連動型の株主報酬を導入することといたしました。 

また、株主還元でございますが、減損がなければ、期初予想に対し 38億円の増益でしたので、配当は

期初予想の 30円から 2円増やして、32円としたいと思います。 

また、今後の方針として、配当性向を 30%から 40%をめどとし、累進配当としたいと思います。 



 
 

 

8ページへお進みください。まず、決算総括でございます。 

売上は、ヘマトロジー分野の XRシリーズが好調に推移したことや、インドやブラジル、サウジアラビ

アなど新興国の成長、欧米における血液凝固分野の直販化などにより、全地域で増収を達成しました。

為替の追い風もあり、対前年 10.2%増の 5,086.4億円となり、過去最高の売上高を達成いたしまし

た。為替の影響を除いても、地域で少しでこぼこありますが、約 7%の成長を実現できております。 

営業利益につきましても、増収による粗利益の増加に加え、プロダクトミックスやコストダウンなどに

より原価率が改善し、のれんの減損があったものの、対前年 11.7%増の 875.8億円となり、また当期

利益は対前年 8.1%増の 536.6億円となり、いずれも過去最高となりました。 

研究開発費は、PL上は微増となっていますが、PLに計上されない自己創設資産分があり、それらを加

えると、前年比で 7%程度増加しております。これは、商品開発の最終段階のものの比率が増えている

ということを意味しています。 



 
 

 

9ページへお進みください。事業・分野別の売上の状況です。 

ヘマトロジー分野におきましては、XRシリーズを導入した地域や新興国で大きく伸長いたしました。 

血液凝固分野や免疫分野も試薬の売上が好調に推移し、全ての事業分野で増益となりました。 

また、メディカルロボット事業は、後ほどご説明いたしますが、大幅な伸長となっております。  

 



 
 

 

10ページへお進みください。次に、地域・品目別の売上増減要因です。 

各地域の詳細は後のスライドでご説明いたしますが、現地通貨ベースで全地域増収、特にアジア・パシ

フィックは好調で、2桁成長となりました。 

品目別では、機器売上が昨年度並みとなっていますが、成長を牽引している新興国では商習慣上、リー

ス売りが多いため、実際の単年度設置台数はこの売上数値よりも伸びていると考えています。 

試薬売上は、累積設置台数の増加に伴い、全分野・全地域で大幅な増収となりました。 



 
 

 

11ページへお進みください。まず、米州です。 

米州ですが、機器売上は、尿分野が前年度の大型案件の反動や、受注したシステムの納品タイミングの

遅延が生じ減収となりましたが、下期は回復しております。米国におけるヘマトロジー分野のリテンシ

ョン率はほぼ 100%、案件の勝率も約 90%と、圧倒的な強さを維持していることから、試薬売上は機

器の累積設置台数増加により 2桁伸長し、増収となりました。 

血液凝固分野は、計画よりは若干スローでありますが、販売網の整備を行い、徐々に立ち上がってきて

います。 

また、アルツハイマー病検査関連試薬も堅調に売上を伸ばし、通期で 6.6ミリオンドルとなりました。 



 
 

 

12ページへお進みください。次に、EMEAです。 

EMEAにつきましては、機器は XRシリーズを中心としてヘマトロジー分野が好調、試薬はヘマトロジ

ー、血液凝固分野の試薬が好調に推移し、増収となりました。 

血液凝固機器は、自社販売の機器は順調に設置が進んでおります。 

また、新興国ではサウジアラビアの販売が順調です。 



 
 

 

13ページへお進みください。中国です。 

中国におきましては、機器は現地通貨ベースで、上期は前年度比減収となっておりましたけれども、下

期はノックダウン生産の効果により 2桁成長となり、通期では前年並みまで回復いたしました。 

試薬は、下期から免疫分野試薬の集中購買が開始され、試薬単価が大幅に下がりましたけれども、販売

量が増加し、結果として免疫分野試薬の売上は、通期では昨年並みとなっています。 

血液凝固分野の試薬については、順調に推移いたしました。 



 
 

 

14ページへお進みください。アジア・パシフィックです。 

アジア・パシフィックについては、インドをはじめとする各国政府の医療インフラ投資が継続してお

り、機器・試薬・サービスともに好調で、2桁伸長を達成しました。特にインドは好調で、約 30%の

成長となっています。 

先日、インドの新工場も稼働し、製品の出荷が開始されました。アジア・パシフィックについては存在

感がある規模となりつつあり、当社の成長を牽引する地域として、今後も好調が期待されます。 

また、「hinotori」のグローバル展開の先駆けとして、シンガポールおよびマレーシアで 3台導入され

ました。シンガポールでは既に 100症例近い手術が行われており、極めて順調です。さらに、EMEA

での申請も完了し、今年度中に発売する予定です。 



 
 

 

15ページへお進みください。最後に、日本です。 

日本におきましては、ヘマトロジー分野の XRシリーズ、血液凝固機器が好調でした。それに伴い、試

薬も好調で、機器・試薬とも 2桁増収を達成いたしました。 

メディカルロボット事業については、2025年 3月期に新たに 31台導入され、海外の 3台に加えて、

トータルで 34台導入されました。目標には少し届きませんでしたが、販売に勢いが出てきました。 

グローバルでの累積設置台数は 89台、累積症例数は 9,400症例を超え、100台、1万症例到達も目前

となっています。 



 
 

 

16ページへお進みください。営業利益の増減要因です。 

営業利益ですが、売上増による粗利の増加やプロダクトミックス、コストダウンによる原価率の改善な

どにより、大幅増益となりました。 

販管費は、ビジネス拡大に伴う人件費増や販売促進費の増加などにより、前年度より 170億円増加、

加えて、社内のデジタル化費用もグローバルでの実装で 17億円増加しましたが、計画範囲内です。 

先ほどご説明したとおり、研究開発費は、引き続き研究開発テーマの精査を進めており、PL上は昨年

度並みとなっていますが、これ以外に商品開発への投資を進めています。 

のれんの減損 31.7億円もありましたが、約 92億円の大幅な増益となりました。 



 
 

 

17ページへお進みください。 

連結財政状態はご覧のとおりです。   

  

 

 



 
 

 

18ページへお進みください。キャッシュフローの推移です。 

営業キャッシュフローは、税引前利益の増加や売上債権の回収により、前年度より 243.4億円増加い

たしました。 

また、社内デジタル化や新興国における拠点整備など、前年同様の投資を実施いたしました。 

これらの結果、期末の現金及び現金同等物は、前年度より 140.6億円増加しております。 



 
 

 

19ページへお進みください。  

業績が好調でしたので、配当を、期初予定の 30円から 2円増やして、32円としたいと思います。昨

年度からは 4円の増配となります。  

 

20ページへお進みください。  

ここより、中期経営計画の進捗についてご説明いたします。  



 
 

 

 

21ページへ進みください。 

まず現在の中期経営計画ですが、2024年 3月期から 2026年 3月期の 3年間の計画で、現時点で 2年

を経過し、今年度はその最終年度に当たります。 

現中期経営計画では、3つの成長戦略、すなわち既存事業の強化、新興国戦略、新規事業の拡大を掲

げ、成長に向けた取り組みを推進しています。また、DXによる企業変革、サステナビリティ経営の強

化にも取り組んでいます。 

ここでは、現在の中期経営計画の進捗や課題をお示しするとともに、次期中期経営計画に向けたポイン

トもお示ししたいと思います。 



 
 

 

22ページへお進みください。まず、3つの成長戦略の一つ目である既存事業の強化です。 

ヘマトロジー分野は、ここに記載のとおり、各地域で XRシリーズの販売が好調に推移しています。今

年度はいよいよ米州での販売を予定しており、中期経営計画の目標を超えて達成見込みです。 

免疫分野は、中国における大きな成長を期待しておりましたが、集中購買による価格下落により、目標

値からはビハインドとなっています。しかし、販売量的には計画どおり拡大しておりますので、原価低

減、販売スキームの変更、あるいは地域拡大等を図って、収益の拡大を図っていきたいと思っておりま

す。また、アルツハイマー病検査につきましては、米国で既に約 10億円の売上があり、さらにグロー

バル展開を進めてまいります。 

ライフサイエンスについては、収益化を目指して事業のピボットを実施しました。大きな赤字を抱えて

いたアイノスティクスについては、既に米国のシスメックス アイノスティクスのシャットダウンを進

めており、シャットダウンに伴う費用も 2025年 3月期に計上しております。また、研究開発テーマも

整理し、収益が見込めるテーマに集中投下しております。これらにより、ライフサイエンス事業の収益

化に向けて、現在、歩を進めております。 



 
 

 

23ページへお進みください。 

血液凝固分野は、欧米市場での直販が開始されました。欧州はほぼ予定どおり、米州については計画に

対し少し遅れを生じ、中計目標値に対して若干ビハインドですが、ほぼ計画ラインです。 

2026年 3月期は、米国での CNシリーズの発売も予定され、販売は加速すると思っております。  

 



 
 

 

24ページへお進みください。3つの成長戦略の二つ目、新興国戦略です。 

インド、ブラジル、そして中東・アフリカ領域、当社ではMETAと呼んでますが、これらの領域にお

いて販売が拡大し、最終的には中期経営計画の目標値を超える予定です。 

インドの新工場も竣工し、既に生産を開始いたしました。この工場で生産される製品は、Make in 

India対応、すなわち現地のサプライヤーさんの部品を一定比率使用して生産するもので、今年度の上

期中には出荷予定です。 

Make in Indiaの対応は、競合ではまだ対応できておらず、アドバンテージになります。また、このノ

ウハウは、今後中国での製造にも生かされると思っております。 

インドをはじめとするグローバルサウスは、今後さらに規模も拡大し、シスメックスの成長を牽引する

地域と期待しております。 



 
 

 

25ページへお進みください。新規事業の拡大です。 

まず、メディカルロボット事業「hinotori」は、先ほど申し上げたとおり、設置台数・症例数とも伸び

てきました。中計に対しては、売上がリース等の販売スキームの関係で、売上高自体は大幅未達です

が、台数ベースで見ると約 1年遅れで推移しています。国内は主要大学病院にはほとんど入りました

し、海外展開も開始され、「hinotori」はいよいよ事業成長フェーズに入りました。 

再生細胞医療については、「品質管理」「製造の自動化」「製剤開発」の三つをターゲットとして、オ

ープンイノベーションで推進しております。これらの領域は、シスメックスの技術が生かせる分野とし

て手応えを感じておりますので、次期中期経営計画からは本格的な事業化に向けて進められると考えて

おります。 



 
 

 

26ページへお進みください。DXによる企業変革です。 

社内デジタル化については、長い時間と大きな費用をかけて構築してまいりましたが、昨年度をもっ

て、最後の日本地域で完成いたしまして、4月から稼働を開始しております。これで、グローバルなデ

ジタル化が完了しました。投資はようやく終わり、これからはデジタル化による業務の効率化を図って

まいります。 

業務改善につきましては、市民開発といって、従業員自らが ITやデジタル情報を使った業務改善プロ

グラムの開発を行っています。 

また、AIは、お客様の課題解決やヘルスケアジャーニーの実現に向けてのキー技術となります。現

在、シスメックス独自の AIを R&Dで開発しております。 



 
 

 

27ページへお進みください。サステナビリティ経営の推進です。 

サステナビリティ経営については、環境負荷軽減、人的資本強化、ガバナンス強化について、ここにお

示ししているような取り組みを実施しております。そして、社外からもご評価いただいております。  

 

 

 



 
 

 

28ページへお進みください。次期中計に向けてです。 

現在の中期経営計画の総括ですが、一部に遅れや課題があるものの、おおむね順調に推移していると思

っております。今年度は、目標達成に向けてさらなる努力を行ってまいります。 

そして、次期中期経営計画については、現在の取り組みを発展させる、進化させるとともに、現在の中

期経営計画でまいた種を育て、事業化を進めていきたいと思っております。 



 
 

 

29ページへお進みください。 

ここより、2026年 3月期の業績予想でございます。  

 

 

 

 



 
 

 

30ページへお進みください。まず、米国相互関税の影響です。 

弊社は試薬の多くを米国で製造しており、影響は日本から輸出される装置ならびにサービスパーツに含

まれる鉄・アルミ製品等の特定品目にかかる追加関税で、その影響額は現時点で 30億円から 40億円

と見積もっており、それを計画に反映しております。 

米国で、昨年度末に在庫の積み増しなど、可能な対策を実施してまいりましたので、影響はより緩和で

きると思っており、状況に応じて対応していきたいと思います。 



 
 

 

31ページへお進みください。 

米国関税も盛り込んで、そして為替を、ドル 142円、ユーロ 160円、元 19.5円と設定した上での業

績予測です。 

売上は約 5%成長の 5,350億円、営業利益は 4.5%増の 915億円を予定しております。 

 



 
 

 

32ページへお進みください。 

その詳細ですが、売上はダイアグノスティクス事業で 7.7%の成長を見込み、加えて、メディカルロボ

ット事業で 46.3億円の増収を計画しています。 

そして、ダイアグノスティクス領域での新たな成長要素と書いていますが、今のわれわれのグローバル

ネットワークを活用する形で、他社さんとの協業を進めた部分を成長要素と見込んでおりまして、それ

を 100億円程度見込んでおります。 

これに為替影響をマイナスして、5,350億円としております。 

また、営業利益は、増加要因としては、売上増に伴う粗利の増加、そして一過性要因、減損の解消に加

え、原価改善等と記載しておりますが、これには例えばシスメックス アイノスティクスのシャットダ

ウンの効果やライセンス費用の減少、ダイアグノスティクス事業およびメディカルロボット事業での原

価率改善といった複数の要素を含んでおりますが、これで 40億円を予定しております。 

これに対して減少要因としては、販管費の増加、米国関税の影響、為替の影響があり、結果として 915

億円を計画しております。 



 
 

 

33ページへお進みください。最後に、中期経営計画の目標値と 2026年 3月期の計画値の差を示して

おります。 

ヘマトロジー、尿、血液凝固分野はほぼ予定どおりですが、免疫分野、ライフサイエンス、そしてメデ

ィカルロボット事業はビハインドとなっております。 

 

 



 
 

 

34ページへお進みください。最後に、配当です。 

配当については、冒頭申し上げたとおり、配当性向 30%から 40%をめどとするとともに、累進配当と

したいと思います。 

この方針のもと、2026年度 3月期は、6円の増配で 38円としたいと思っております。 

以上で私の説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。 



 
 

 

飯塚：飯塚でございます。ここから、3枚ほどのスライドは、私のほうでご説明させていただきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

スライド 36でございます。 

本来は中計期間中のスパンで、こういったキャピタルアロケーションをお示ししたかったのですけれど

も、こちらに示しておりますのは、今年度、2026年 3月期のアロケーションのイメージでございま

す。 

基本的な考え方といたしましては、主力事業であります IVD事業から得られるキャッシュの創出力を

高めることと、昨年度から本格的に実施しております、ライフサイエンスにおけるピボットをさらに推

進することで、ライフサイエンスについても収益力を高めたいということでございます。 

そうして生み出されたキャッシュを、先ほど浅野からの説明にもございましたけれども、配当性向

40%を目指すということで、株主還元を強化していきたいことを考えております。残りのアロケーシ

ョンのイメージ、お示ししておりますとおり、基本的には一番キャッシュを生み出す IVD事業に対す

る投資ということで、特に将来におけるデジタル医療や新たな技術革新、そういったものへの投資を中

心に研究開発、それから設備、設備につきましては、新しい工場や試薬リース、機械も含めてでござい

ますけれども、基本的には IVDを中心に投資してまいりたいと思っております。 



 
 

ライフサイエンスは、先ほどもご説明したとおり、ピボットと連動する形で、基本的には収益性と市場

の成長性を見ながら、特に将来の収益が見込める分野にフォーカスして、投資してまいりたいと思って

おります。 

それから、残り、新規事業や技術こちらにつきましても、一定の枠内で投資を継続するということで、

全体の投資配分を行ってまいりたいと思っております。ただ、こちらは当然、1年間でございますけれ

ども、柔軟にそれぞれキャッシュを生みながら対応していきたいと考えておりますし、有利子負債の調

達につきましては、機動的に必要に応じて進めていきたいと思っております。 

 

スライド 37でございます。 

お示ししておりますとおり、ROEや ROICは、2021年 3月期、一番左側、こちらは COVID-19の影

響を受けておりますが、それ以後はあまり大きな変動はないと思っております。 

こちらは、運転資本の増加やデジタル化投資をはじめとする投資、無形資産の増加などが主な理由と考

えておりますけれども、こちらにつきましては今後改善する方向で、取り組みを強化していきたいと考

えております。 

特に、先ほどの浅野の説明にもございましたけれども、デジタル化投資が一巡してまいりましたので、

今後は新たなオペレーションの仕組み、システム、それからフローに、こういった AI予測モデル等も



 
 

加味しながら、ホワイトカラーの生産性やサプライチェーン全体の最適化を図ることで、より ROIC・

ROEを上げていきたいと考えております。 

 

スライド 38でございます。 

こちらも先ほど少し触れさせていただきましたけれども、このたび新たに役員株式報酬制度を導入した

いということで、提案したいと思っております。 

従来の役員持株制度、それから非定期ではございますけれども、これまで数回にわたって実施してまい

りましたストックオプションを統合する形で、新たに、こういった株式報酬、かつ業績に連動する形の

株式報酬制度を入れることで、役員報酬全体における業績連動比率を、70%を超えるような形で進め

てまいりたいと思っております。 

業績指標につきましては、お示しのとおり、財務指標、それから非財務、企業価値指標ということで、

その中には相対 TSRなども含めておりますけれども、こういった形で、株主の皆様との価値を共有す

るような株式報酬を進めてまいりたいと考えております。 



 
 

 

スライド 39につきましては、参考資料ということで、こういった株価、EPS、PERを含めて、財務指

標もきちっといきながら、経営を進めてまいりたいと思っております。 

簡単ですけれども、私の説明は以上でございます。どうもありがとうございました。 

 

以上 


